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　当基金は、ふれあいのスポーツ広場のプロ

グラムのご指導やご提供をいただいている、

日本福祉大学スポーツ科学部	学部長	藤田紀

昭先生、兒玉	友先生、仙台ユニバーサルスポー

ツ研究会代表の佐藤一樹さん、西九州大学ア

ダプテッド・スポーツ研究会の皆様のご協力

のもと、障害の有無に関わらず楽しみながら

取組むことのできるユニバーサルスポーツの

ワークショップを実施致しました。

　今回は、２０１７年に日本福祉大学スポー

ツ科学部が開設された同時に整備された新校

舎スポーツ科学部棟「Sports	 Lab	 SALTO」を

利用させて頂きました。車いす利用者を想定

されたゆとりあるスペースやスロープなどの

配慮が特徴的で、このワークショップを実施

するに相応しい会場でありました。

　参加者は、日本福祉大学１８名、仙台ユニ

バーサルスポーツ研究会１名、西九州大学ア

ダプテッド・スポーツ研究会１１名で、初め

て西九州大学の方々にご参加頂きました。

　１日目は、初顔合わせの参加者が非常に多

いということもあり、自己紹介を兼ねたアイ

スブレイクからスタートしました。次のゲー

ム歩数計の数をグループごとに競い合うゲー

開発、普及
及び育成事業

 

誰もが楽しくスポーツできるプログラムを
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ユニバーサルスポーツワークショップ
　　　　　　　　　主催：日本福祉大学

 　　   仙台ユニバーサルスポーツ研究会

　　　　　　　　　　　　西九州大学アダプテッド・スポーツ研究会

   　　　（公財）国際障害者年記念ナイスハート基金

　　　　　　　　　日程：２０１９年２月２２日～２月２４日

会場：日本福祉大学美浜キャンパス スポーツ科学部学部棟 ＳＡＬＴＯ

ムになると、みるみる表情が柔らかくなって

いき、必死に歩数計を動かす学生の真剣な姿

が印象的でした。体を動かした後にＮＡＳＡ

ゲームで頭の体操を行い、学生たちの活動紹

介に移りました。

　日本福祉大学は動画も交えながら詳細に３

つの実習のコースを発表し、西九州大学は６

つの活動内容を障害者へ配慮された工夫等を

紹介しながら発表しました。アイスブレイク

で和んだのも束の間、学生からの質疑応答は

なく、次の講義に進みました。

　藤田先生のユニバーサルスポーツについて

の講義では、講義の前段階としてこの集まり

1 日目　アイスブレイク
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の趣旨そして成り立ちから始めて頂き、そし

て３日間のミッション（新しいプログラムづ

くり / ３日目交流会のマネージメント）を説

明され、学生の表情からは身の引き締まる思

いが見受けられました。

　１日目の最後は体育館に移動して、名前を

呼びあって行うパス交換等でリラックスされ

てから、４グループごとにプログラム作りの

テーマが与えられ、明日の発表に備えて終了

となりました。今回は、勝ち負けあり、勝ち

負けなし、という２パターンとなり、今まで

とは異なる切り口の課題となりました。

　２日目の午前中は、前日の課題に向けての

プログラム作りと発表を行い、続けて良い点・

改善点の意見を出し合い共有しました。勝ち

負けなしのプログラムには特にユニークな

ゲームが多く、絵画やマーカーコーンや音楽

を組み合わせてオリジナルな演出を表現され

ていました。午前中のみ同志社大学ＯＢの方

にもご参加頂き、よりユニバーサルに、より

楽しくなるための工夫をアドバイスして頂き

ました。

　午後は明日の交流会に向けての準備にとり

かかりました。まず、司会者２人を選抜され

た後、４グループが１プログラムずつ担当す

ることとなり、準備体操の役割分担も含めて

各パートごとに話し合いました。

　１回目のリハーサルでは、実際のプログラ

ムはせずに、誘導、立ち位置、会場の使い方、

準備等に重点を置きました。２回目の全体リ

ハーサルでは、西九州大の院生の方が音響を

担当して、はじまりから終わりまで一通り実

践されました。その後各指導者から、「分かり

やす言葉で」や「子供と目線を合わせて」等、

貴重なアドバイスを頂き、２日目は終了とな

りました。

　３日目の交流会の参加者は、知多南部地域

自立支援協議会美浜町部会他の皆様に多大な

ご尽力を頂き、地元の特別支援学級・特別支

援学校の子どもたちを中心に、付添の方等も

含めて総勢４０名弱の方々にお越し頂きまし

た。

　続々と子供たちが入場するにつれ、子供と

一緒に走り回って笑顔がはじける学生達。子

供たちの元気さに呼応するように緊張が和ら

いで行きました。

　あさのあいさつ、注意事項、準備体操とプ

ログラム通りに進み、ニュープログラム、「も

うじゅうがり」の出番が来ました。グループ

になれなかった方に名前と好きな食べ物を話

して頂くこのゲームで、子供ではなく、付添

の方にその役割が当たってしまいましたが、

上々の滑り出しとなりました。

　続いて、「ぐるぐるぽん！」。学生がパラ

シュートの中央の穴から顔を出すだけで、子

供たちの笑い声が響き、大盛り上がりのまま

一旦休憩となりました。

　休憩後、「ほーるいんわん」からは付添等ほ

ぼ全ての方にご参加頂き、最後の競技「ふう

せんばれー」では僅差の勝負となり、記念品

贈呈、お見送りまであっという間に時間が流

れていき、無事に終えることが出来ました。

　最後になりましたが、３日間のワークショッ

プにご参加頂いた全ての関係者の皆様に心よ

り感謝申し上げます。

2 日目　グループ発表
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【2 月 22 日】
13:25 オープニング
  ・アイスブレイク
  　自己紹介ビンゴ / 歩数計対決 / ＮＡＳＡゲーム
14:20 全体セッション 
  ・活動紹介 ( 日本福祉大学 / 西九州大学）
15:10 全体セッション
  ・ユニバーサルスポーツについて
                          「藤田　紀昭（日本福祉大学教授）」
15:50 グループワーク
  ・アイスブレイク
  ・グループごとのテーマ発表 /4 グループでのプログラムづくり
17:30 終了

【2 月 23 日】
8:50 グループワーク
  ・ラジオ体操 /4 グループでのプログラムづくりの続き
　勝ち負けありと勝ち負けなしの２パターン
　（勝ち負けなしは下記の道具なしでもＯＫ）
  グループＡ / グループＢ：パラシュート使用
  グループＣ / グループＤ：ジャンボール使用
10:30 グループ発表 / 良かった点・改善点の共有
13:00 グループワーク / 役割分担・プログラム完成へ
14:15 全体セッション / 部分リハーサルとブラッシュアップ
15:00 全体セッション / 全体リハーサルと明日への整理
16:30 終了

【2 月 24 日】
8:30　交流会準備開始
10:00 スポーツ競技の体験と交流会スタート
 ・子供１９名 / 大人１４名 / 関係者５名　合計３８名
　　　    １ あさのあいさつ
10:02　２ じゅんびたいそう
10:05　３ もうじゅうがり
10:15　４ ぐるぐるぽん！
10:30       休憩
10:50   ５ ほーるいんわん
11:05　６ ふうせんばれー
11:20   ７ おわりのあいさつ
　　　    ８ 記念品贈呈⇒記念撮影
11:25  終了

プログラム２月２２日

２月２３日

２月２４日

ユニバーサルスポーツについての講義

グループ発表

新規プログラム「もうじゅうがり」

新規プログラム「ぐるぐるぽん！」
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・参加者に楽しんでもらうためにはどうした
らいいか、誰でも簡単にできるようなルール
の工夫など、考える時間が多くてとても難し
く大変だったが、参加者に喜んでもらう、楽
しんでもらうためには、まず自分たちが楽し
いという気持ちを持てるようになることが一
番重要であるということを学んだ。

・今回の体験で、ユニバーサルスポーツへの
理解や実践においてのポイントなどを学ぶこ
とができた。このことは非常に大事なことで
あるが、良いコミュニケーションの取り方に
ついても勉強になることが多かった。子供へ
のコミュニケーションや初対面の人との距離
を縮めるコミュニケーションなどを学ぶこと
ができたので、今後活かしていきたい。

・子供たちとコミュニケーションを取ろうと
思い、積極的に自分から話しかけた。特定の
子供たちとしか話さなかったので、もっと色
んな子供たちとコミュニケーションを取るべ
きだった。

・ユニバーサルスポーツを学生で作り、プロ
グラムを考えて実際に運営するというのはな
かなか経験できないことなので、非常に貴重
な機会だったと思った。運営してみて、子ど
もたちが楽しそうに参加してくれているのが
とても嬉しくて、このワークショップに参加
して良かったと思ったのと同時に、スポーツ
の良さや楽しさを改めて感じた。

・いろんな意見を出し合って一つのものを完
成させようという意欲が出てよかった。0 か
ら 1 を作り出す難しさを実感した。

・自分で創作することの難しさを痛感した。
今回は2日程しか考える時間がなかったため、
グループのメンバーがいなかったら、完成し
なかったなと思った。子ども達が喜ぶ姿やワ
クワクしている姿を観れた時はとてもやりが
いを感じたし、頑張って考えてきてよかった
なと思えた。障害の有無や、年齢の差に関わ
らず、みんなが同じ舞台でスポーツを楽しん
だり、時には競い合ったり出来るような活動
を作り出したり、サポートする役もいいなと
思えた。

・私の班では意見を言う人が割と多かったと
思う。そのため様々な意見が出てぶつかり合っ
た。そこで私はその人たちの間に入りお互い
の意見を聞き、双方の合致点を見つけ仲介役
をした。双方の愚痴も聞くことがあり非常に
大変だった。意見が出るのはいいことだが、
それをまとめることが一番大切で、まとめる
という作業が僕たちの班では足りなかった。

・新しいプログラムを考えるのは難しいと思っ
た。道具をいくつも使って行うようなプログ
ラムを考えると難易度が高くなってしまい、
説明するのも難しくなると思った。だから、
なるべくシンプルに行えるようなものを考え
る必要があると感じたし、もっと頭を柔らか
くして、発想を膨らませていく必要があると
感じた。

・この３日間で、今までまったく知らなかっ
た相手と一緒にグループワークをして、意見
を出し合って、１つの競技を作り上げて、ご
飯を一緒に食べて、同じ部屋で寝て、なかな
かない機会をこういった形で今回経験する事
ができて、私にとってとても身になる内容で
した。

～ 参 加 者 の 感 想 ～
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設立より、当基金が目指してきたことは、障害の

有無に関わらず、誰もが相互に人格と個性を尊重し

支えあう「共生社会」の実現であり、様々な視点で

障害のある人たちへの課題を考える機会をつくるこ

とを目的とした事業への取り組みを、引き続き展開

していきたいと考えております。

2019 年度事業計画

１．ふれあいの広場事業
（１）ふれあいのスポーツ広場の実施

障害のあるなしに関わらず、軽スポーツを通じ、

共に楽しみ、交流することを目的とし、当基金設

立時より実施している事業です。

平成４年度以降は「全日本自動車産業労働組合

総連合会（自動車総連）」より物心両面にわたるご

支援をいただきながら、全国的に展開しております。

障害の種別や程度でなるべく影響の少ないプロ

グラムとして、ユニバーサルスポーツをキーワー

ドに、各種スポーツ団体や障害者スポーツの研究

者との検討により、多くのプログラムを創造し、

実施しております。

現在、日本福祉大学教授の藤田紀昭先生を中心

とする大学生のみなさんに、独自のユニバーサル・

スポーツプログラムを提供いただき、実施すると

共に、西九州大学アダプテッド・スポーツ研究会、

仙台ユニバーサルスポーツ研究会、( 公社 ) 日本

エアロビック連盟、( 特非 ) 日本障害者フライン

グディスク連盟のみなさまに、ユニバーサルなプ

ログラムを提供いただいております。また新たに

障害者スポーツに関わる学生さんたちにも協力の

輪に加わっていただく予定です。

実施時期	 2019 年 4 月～ 2020 年３月

開催地域	 全都道府県において 1会場を予定

開 催 数	 全国４７会場（予定）

共　　催	 全日本自動車産業労働組合総連合会

後　　援	 内閣府、スポーツ庁、開催都市等

協力団体	 日本福祉大学 Echos

	 	 西 九 州 大 学 ア ダ プ テ ッ ド・ ス ポ ー ツ 研 究 会	

	 	 仙台ユニバーサルスポーツ研究会

	 	 ( 公社 )日本エアロビック連盟

	 	 日本障害者フライングディスク連盟

	 	

（２）ノンバーバル・コミュニケーション・ワー
クショップの実施

障害の有無に関わらず、お互いが尊重し合える

ためのコミュニケーションのあり方について学ぶ

場として、ノンバーバル（非言語）によるコミュ

ニケーションについて学ぶ場づくりをいたします。

平成 30 年度には、東日本大震災の被災地である

宮城県内および北海道胆振東部地震の被災地であ

る北海道内において、障害者施設等を会場に体験

いただきました。

今年度は、西日本豪雨災害の被災地である広島

県内を中心とした会場で、理解を広げる活動を行っ

て参ります。

実施時期：2019 年 9 月

対象者：障害のある方、教職員、一般等

ファシリテーター：

庄﨑 隆志氏（office 風の器主宰･俳優･演出家）

メイミ氏 (漫談家・特定非営利活動法人笑顔工房 理事長 )
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２. 開発、普及及び育成事業
（１）ユニバーサルスポーツのプログラム開発
ワークショップの実施

当基金が設立以来、実施を重ね開催規模を広げ

ている「ナイスハート・ふれあいのスポーツ広場」

事業では、多くの障害者スポーツに関わる指導者

の助言や協力のもと、従来にない新たな競技を

開発し、プログラムとして提供してまいりました。

日本福祉大学スポーツ科学部教授である藤田紀昭

先生が、学生のみなさんと協議を重ね開発してき

たプログラムです。

過去５年にわたり、ユニバーサルなスポーツ競

技の新たなプログラムを開発することを目的とし

て実施をして参りました。平成 30 年度は、愛知県

の日本福祉大学において実施し、障害のある子ど

もとそのご家族を対象として、スポーツを楽しむ

ことのできるプログラムづくりをテーマに開催い

たしました。

実施時期：2020 年 2 月の 3日間

会場：西九州大学他

講師：藤田 紀昭氏（日本福祉大学スポーツ科学部教授）

      佐藤 一樹氏（仙台ユニバーサルスポーツ研究会 )

（２）各事業報告書の発行

障害のあるなしに関わらず、共に楽しむことの

できる手法で、様々な事業展開をしている中で、

その考え方や手法を、多くの方に知っていただき、

様々な活動の中で取り組んでいただけるよう、報

告書として整理し配布いたします。

（３）ニュースレターの発行

当基金が設立以来、事業活動の基礎とし周知に

努めている障害のあるなしに関わらず共に楽しみ、

取組ながら相互理解を深めていくための「ふれあ

いの広場」事業を、その理念や活動内容、プログ

ラムの手法などの情報を掲載した機関紙「ないす

はあと」を年 4 回発行し、多くの方々にこの活動

の理念を知っていただくため、内容の充実に努め

ていきます。

発行月 :6 月、9月、12 月、3月

発行数 :各 2,000 部。

３. 調査研究事業

（１）ユニバーサルスポーツの普及に関する調査研究～

障害福祉サービス事業所を拠点として～の実施

当基金の設立目的である、よりよい社会づくり

のために協働し共生社会づくりへの一助とするた

め、障害福祉サービス事業所及びユニバーサルス

ポーツの提供団体と連携し、障害の有無に関わら

ず行うことのできるスポーツプログラムの充実に

寄与することを目的に、この研究を実施いたします。

①障害福祉サービス事業所におけるユニバーサ

ルスポーツの取組の状況を明らかにする。

②地域を基盤とした、社会参加のためのユニバー

サルスポーツの実例と障害福祉サービス事業所と

の連携の状況を明らかにする。

実施概要

実施主体	 有識者による研究会

研究の期間	2 年間	2019 年度～ 2020 年度

調査対象	 初年度	事例研究

ユニバーサルスポーツ実施団体等の実施するユ

ニバーサルスポーツプログラムの事例研究

障害福祉サービス事業所等のスポーツに関わる

活動の事例研究を行い、広く周知すると共に、理

解者を広げ障害のあるなしに関わらず共に取組こ

とのできるプログラムの裾野を広げてまいります。
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ふれあいのスポーツ広場上半期の開催日程

№ 開催地 日程 会場

1 鹿児島 (鹿児島 ) 4 月 8 日 ( 月 ) 鹿児島市民体育館

2 宮崎 (宮崎 ) 4 月 15 日 ( 月 ) 宮崎県体育館

3 宮城 (仙台 ) 4 月 20 日 ( 土 ) 宮城広瀬総合運動場体育館

4 岐阜 (関 ) 4 月 23 日 ( 火 ) せきしんふれ愛アリーナ

5 栃木 (上三川 ) 5 月 11 日 ( 土 ) 日産自動車栃木工場体育館

6 岡山 (倉敷 ) 5 月 11 日 ( 土 ) 倉敷市立東中学校

7 北海道 (音更 ) 5 月 14 日 ( 火 ) サンドームおとふけ

8 徳島 (藍住 ) 5 月 14 日 ( 火 ) 藍住町町民体育館

9 香川 (善通寺 ) 5 月 15 日 ( 水 ) 善通寺市民体育館

10 富山 (富山 ) 5 月 18 日 ( 土 ) 富山市八尾スポーツアリーナ

11 長野 (東御 ) 5 月 18 日 ( 土 ) 東御中央公園第 1体育館

12 岩手 (北上 ) 5 月 20 日 ( 月 ) 北上総合体育館

13 山形 (河北 ) 5 月 21 日 ( 火 ) 河北町民体育館

14 福島 (須賀川 ) 5 月 25 日 ( 土 ) 須賀川アリーナ

15 茨城 (筑西 ) 6 月 1 日 ( 土 ) 筑西市立下館総合体育館

16 京都 (京都 ) 6 月 2 日 ( 日 ) 京都市障害者スポーツセンター

17 奈良 (橿原 ) 6 月 3 日 ( 月 ) ジェイテクトアリーナ奈良

18 高知 (南国 ) 6 月 4 日 ( 火 ) 南国市立スポーツセンター

19 愛媛 (松山 ) 6 月 5 日 ( 水 ) 愛媛県総合運動公園体育館

20 福井 (越前 ) 6 月 9 日 ( 日 ) 越前市 AW-I スポーツアリーナ

21 石川 (金沢 ) 6 月 10 日 ( 月 ) いしかわ総合スポーツセンター

22 福岡 (北九州 ) 6 月 10 日 ( 月 ) 北九州市立総合体育館

23 兵庫 (姫路 ) 6 月 12 日 ( 水 ) 広畑体育館

24 広島 (広島 ) 6 月 15 日 ( 土 ) マツダ体育館

25 山口 (防府 ) 6 月 16 日 ( 日 ) ソルトアリーナ防府

自動車総連の皆様の心強いご支援により全国各地にて展開している「２０１９年度ナイスハート・ふ

れあいのスポーツ広場」は、４月より上半期の開催を迎えます。現在２５会場を予定しております。

ナイスハートなご支援をお願いいたします

私どもナイスハート基金は、障害の有無に関わ

らず、共に楽しむことのできる内容の事業を行い、

誰もが相互に人格と個性を尊重し支えあう「共生

社会」の実現への一助となるべく活動を続けてお

ります。

厳しい経済状況の中、より多くのみなさまにご

支援をお願いするため、賛助会員を募集しており

ます。是非ご検討をお願いいたします。

【賛助会員会費】法人・個人問わず 1口 1万円

【ご入金先】	 郵便振替 00180-7-70417

	 	 ナイスハート基金


